
　２０１８年９月に北海道全域を巻き込む形で発生した大
停電。これは震度７を記録した北海道胆振東部地震によ
り苫東厚真発電所が停止し、その後次々と発電所がダ
ウンしたために起こった、人々が経験したことがない出
来事であった。
　人々は数日間、灯りがない夜を過ごし、食事や風呂に
も不自由を強いられた。そのような中でも通常とほとん
ど変わらず営業を継続できた施設があった。

　札幌市に位置する「ホテルエミシア札幌」である。同施
設は、ガスコージェネレーション(以下、コージェネ)を活
用し、停電の最中でもコージェネを自立運転させること
でホテル内の電力を供給し営業を継続した。さらに、札
幌市と災害時の協定を結んでいることから近隣住民の
受け入れも積極的に行った。平常時の省エネと災害時の
ＢＣＰを両立するシステムを合わせもつ同施設の概要を
ここに紹介する。

コージェネ導入のポイント
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コージェネを中心とした電源計画
コージェネ排熱を冷房、給湯、暖
房、浴槽加温、ロードヒーティング、
フロアヒーティング等に有効利用
常用・非常用兼用コージェネによる
ＢＣＰ対策

常用･非常用兼用ガスコージェネによる防災機能強化
～停電時の継続的なホテル運営を実現～

ホテルエミシア札幌

■ 施設概要

所 在 地 北海道札幌市厚別区厚別中央
２条５丁目５-25

建物規模 地下２階、地上32階、塔屋１階

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造

面 積 建築面積：4,429㎡
延床面積：45,405㎡

開業年月
1996年5月
（コージェネは開業当初より稼
働、2017年４月に更新）

施設概要
客室数：512室、レストラン、
結婚式場（チャペル、神前式）	
宴会場（13会場）、スパ等

H o t e l  e m i s i a  S a p p o r o

Case2

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を

中
心
と
し
た
電
源
計
画

　

同
施
設
は
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
か
ら
新
千
歳
空

港
方
面
へ
電
車
で
約
10
分
の
新
札
幌
駅
前

に
、
見
上
げ
る
よ
う
に
そ
び
え
立
つ
地
上
32

階
建
て
の
瀟
洒
な
ホ
テ
ル
だ
。
客
室
数
は

５
１
２
室
と
道
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇

る
。１
９
９
６
年
の
開
業
当
初
よ
り
コ
ー
ジ
ェ

ネ
を
導
入
し
て
お
り
、
約
20
年
経
過
し
た
た

め
、「
Ｈ
28
年
度
電
気
・
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
高

度
利
用
支
援
事
業
費
補
助
金
」
を
利
用
し
、

２
０
１
７
年
に
最
新
型
コ
ー
ジ
ェ
ネ
へ
入
れ

替
え
た
。
空
調
熱
源
は
セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
で
、

冷
熱
源
は
吸
収
冷
凍
機
、
温
熱
源
は
コ
ー

ジ
ェ
ネ
排
熱
＋
ボ
イ
ラ
（
追
い
掛
け
運
転
）

で
構
成
。
電
源
計
画
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
主
体

で
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
３
７
０
kW
×
３
台
を
台
数

SDGs

取材・文：秋山真吾
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コージェネ導入事例

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社
モ デ ル 名 EP370G
燃 料 種 別 都市ガス（中圧Ｂ）

定 格 出 力 370kW	

台 数 	３台

排熱取出温度
排ガス：約375℃
ジャケット温水：約90℃
インタークーラ温水：約40℃

効 率 総合：73.8％／発電：41％
排熱回収：32．8％

排熱利用用途

排ガス蒸気：冷凍機投入、給湯、暖房	
ジャケット温水：冷凍機投入、給湯、暖房、
浴槽加温、ロードヒーティング、
フロアヒーティング	
インタークーラ温水：給湯予熱

ギ
ー
削
減
効
果
は
、
ホ
テ
ル
の
全
負
荷
に
対

し
て
電
気
で
マ
イ
ナ
ス
72
％
、
熱
で
マ
イ
ナ

ス
33
％
を
達
成
し
て
い
る
。

「
常
用・非
常
用
兼
用

コ
ー
ジ
ェ
ネ
」に
よ
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

　

特
徴
的
な
の
は
、
日
常
的
に
使
う
コ
ー

ジ
ェ
ネ
が
非
常
用
発
電
機
（
以
下
、
非
発
）

を
兼
ね
て
い
る
点
だ
。
非
発
の
燃
料
と
し
て

使
わ
れ
る
の
は
油
が
一
般
的
だ
が
、
そ
の
場

合
オ
イ
ル
タ
ン
ク
の
容
量
分
し
か
発
電
機
が

動
か
せ
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

一
方
、
予
備
燃
料
な
し
の
都
市
ガ
ス
専
焼
方

式
で
は
、
ガ
ス
の
供
給
が
続
く
限
り
発
電
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
常

用
と
非
常
用
の
２
つ
の
機
能
が
１
つ
に
ま
と

ま
っ
て
お
り
専
用
の
非
常
用
発
電
設
備
が
不

要
と
な
る
た
め
、
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
が

で
き
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
日

常
的
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
非
常
時

に
だ
け
動
か
そ
う
と
し
て
も
動
か
な
い
と
い

う
心
配
も
な
い
。

　

防
災
兼
用
が
認
め
ら
れ
る
条
件
と
し
て
は
、

供
給
元
の
ガ
ス
施
設
か
ら
当
該
建
物
ま
で
の

ガ
ス
導
管
が
４
０
０
ガ
ル
の
地
震
に
耐
え
ら

れ
る
こ
と
（
日
本
内
燃
力
発
電
設
備
協
会
に

よ
る
認
定
が
必
要
）
な
ど
い
く
つ
か
の
条
件

が
あ
る
の
で
注
意
も
必
要
だ
。
２
０
１
８
年

に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
、

停
電
後
す
ぐ
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
起
動
し
、
４

日
後
に
復
電
す
る
ま
で
の
間
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

に
よ
る
熱
電
供
給
を
継
続
し
て
ほ
ぼ
通
常
通

り
の
営
業
が
で
き
た
。
宿
泊
客
だ
け
で
な
く
、

困
っ
て
い
る
地
域
住
民
も
速
や
か
に
受
け
入

れ
、
食
事
や
寝
床
、
電
源
の
提
供
も
行
っ
た
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
に
よ
り
地

域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果

た
し
た
こ
と
で
、
札
幌
市
長
か
ら
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
た
。
近
年
増
加
し
て
い
る
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
や
、
将
来
発
生
し
得
る
大
地

震
な
ど
に
備
え
て
、
災
害
時
の
電
力
確
保
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

■ エネルギーフロー図

蒸気

蒸気

インタークーラ温水

都市ガス
中圧Ｂ

電力

冷房利用

給湯利用

温水利用

冷水

貯湯槽

給湯

230kW

ジャケット温水

温水

冷水

・ 厨房、浴室

1,110kW

・ 空調暖房
・ 浴槽加温
・ ロードヒーティング
・ フロアヒーティング

商用電力

蒸気式
吸収冷凍機

蓄熱槽

高温水式
吸収冷凍機

ガスエンジン
コージェネ

（370kW ｘ 3台）

排ガス
ボイラ

制
御
し
な
が
ら
日
常
的
に
昼
夜
を
問
わ
ず
運

転
し
、
建
物
で
使
用
す
る
電
力
の
約
７
割
を

賄
い
、
残
り
３
割
は
電
力
会
社
か
ら
購
入
し

て
い
る
。
電
力
会
社
と
の
取
り
決
め
で
逆
潮

流
が
で
き
な
い
た
め
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
運
転
中

に
お
い
て
瞬
間
的
に
館
内
負
荷
が
下
が
っ
た

場
合
、
系
統
に
逆
潮
流
し
な
い
よ
う
に
、
常

時
２
０
０
kW
分
を
受
電
し
て
お
く
と
い
う
買

電
量
一
定
制
御
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
の

有
効
利
用

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
は
約
３
７
５
℃
の
排
ガ

ス
、
約
90
℃
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
温
水
、
約
40
℃

の
イ
ン
タ
ー
ク
ー
ラ
温
水
の
３
種
類
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
方
だ
が
、
排
ガ
ス
は
排
熱

ボ
イ
ラ
経
由
で
蒸
気
と
し
て
取
り
出
し
、
蒸

気
式
吸
収
冷
凍
機
へ
送
る
。
ま
た
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
温
水
は
高
温
水
仕
様
の
吸
収
冷
凍
機
へ
送

り
、
い
ず
れ
も
空
調
用
冷
水
を
製
造
す
る
。

ま
た
吸
収
冷
凍
機
で
仕
事
を
終
え
た
後
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
温
水
は
、
蓄
熱
槽
に
溜
め
ら
れ
、

温
水
製
造
に
用
い
ら
れ
る
。
作
ら
れ
た
温
水

は
暖
房
負
荷
、浴
槽
加
温
、ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
最
も
温
度
の
低
い

イ
ン
タ
ー
ク
ー
ラ
温
水
は
給
湯
予
熱
に
利
用

さ
れ
、
低
層
棟
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
温
水
、
高
層

棟
は
蒸
気
に
よ
り
必
要
な
温
度
ま
で
加
温
さ

れ
て
館
内
の
給
湯
負
荷
（
レ
ス
ト
ラ
ン
厨
房

や
浴
室
）
に
使
わ
れ
る
。
加
え
て
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ

計
測
制
御
盤
を
設
置
し
、
北
海
道
ガ
ス
に
て

遠
隔
で
シ
ス
テ
ム
の
監
視
・
制
御
を
行
っ
て

お
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
年
間
の
エ
ネ
ル

ガスエンジン・コージェネ（常用･非常用兼用）
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